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(男性 4名、女性 6 名、平均年齢 30.1土 4.3 歳)を選択した。各被験者に対して下顎の印象採得を行い、硬石膏にて
作業用模型を製作し、厚さが約1.2mm のセンサ固定板を注入型レジンにて製作した。筋圧の測定部位は、前歯部正
中部の唇・舌側 (Ch①・ Ch②)、左側第一小臼歯部の頬・舌側 (Ch③・ Ch④)、左側第一大臼歯部の頬・舌側 (Ch
⑤・ Ch⑥)、右側第一小臼歯部の頬側 (Ch⑦)の 7 か所とし、各部のセンサ固定板内に小型圧力センサ (PS-2KA、
共和電業社)を埋入し実験装置とした。筋圧は、センサインタフェース (PCD-300A、共和電業社)を介し、パーソ
ナルコンヒ。ュータにて記録した。被験音は、日本語単音 99 音で、 50 音([ン]を除く)、濁音、半濁音、劫音とした。
被験者は座位とし、術者のあとに続いて 6 回繰り返し発音を行った。各条件における筋圧の差の検定には、一元配置
分散分析と多重比較検定を用い、有意水準は 5% とした。
その結果、母音 Ua/， /iJ, /m/, /e/, /01) 単独の場合と先行子音が存在する場合との間で、筋圧の発現様相に違いが認め
られた。唇・頬側と舌側を比較した場合、先行子音に[m] 、 [p] を含む[マ]行、[パ]行などの両唇音発音時には唇・頬側









1 :かなり小さい声、グループ 2: 小さい声、グループ 3 :日常会話程度、グループ4: 大きい声、グループ 5 :叫
び声の 5 種類とした。被験音は、実験 I より筋圧がより大きく発現した被験音と母音のみの計 65 音を選択し、術者
のあとに続いて 6 回繰り返し発音を行った。











の舌尖の位置は、 /e/> /iI > /a/ > 1町[/>/0/の順に短くなり、舌の長さは、 /e/> /a/ > /0/ > /WJ> /iIの順に短くなるとされてい
る。したがって、 /m/発音時には、舌尖の位置は後方位をとるため、先行子音が歯音・歯茎音の場合には、小臼歯部舌
側に大きな筋圧が加わったものと考えられる。
一方、日常会話程度の大きさまでは、音声を大きくするに従って、発現する筋圧も大きくなるが、それ以上の音声
の大きさにおいては変化が認められなかった。一般的に、肺からの呼気圧が大きいと音声が大きくなり、発声時の口
腔内圧は呼気圧とほぼ同値を示すとされ、さらに口腔内圧の上昇とともに口輪筋の収縮が強くなるとしづ報告もみら
れる。しかし、本研究の結果より、日本語単音は、 1 秒以内という極めて短い時間の聞に、先行子音から後続母音へ
と口腔内の形態が変化し発音されるが、その際に加わる接触圧には限度があり、日常会話程度の音声の大きさにおい
て、最大限に近い筋圧が得られることが示唆された。
以上の結果、ピエゾグラフィを適用する場合、発音による機能的な補綴学的空間の採得に適した日本語単音ならび
に音声の大きさが明らかとなった。このことは、有床義歯の維持安定を高め、ピエゾグラフィの臨床的術式を改良す
るうえで、有用な知見となり得ることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は、発音によるヒ。エゾグラフィの臨床的術式を確立することを目的とし、日本語単音発音時における健常有
歯顎者の下顎歯列周辺に加わる筋圧を測定し、単音の種類と音声の大きさの影響について検討を行った。
その結果、両唇音発音時には唇・頬側に、また歯音・歯茎青発音時には舌側においてそれぞれ有意に大きな筋圧が
加わり、さらに日常会話程度以上の音声の大きさにおいては、筋圧がほぼ一定となることが示された。
以上のことより、本研究は、補綴治療において適切な補綴学的空間を発音によって採得し、有床義歯の維持安定を
高めるうえで、有益な示唆を与えるものであり、博士(歯学)の学位取得に値するものと認める。
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